


































府県名 1886年 府県名 1889年
公称資本金額 会社数 公称資本金額
全 J353岳、; 社
千円 % 社 % 千円 % 
l東京 27，538 (43.9) 164 (9. 8) 東京 82， 886 (45. 1) 
2.神奈川 11，511 (18. 4) 17 (1. 0) 兵庫 20，451(11.1) 
3.大阪 5，259 (8.4) 113 (6. 8) 大阪 16，808 (9.2) 
4.新潟 3，160 (5.0) 160 (9. 6) 北海道 13，636 (7.4) 
5.手k 回 1， 807 (2. 9) 34 (2. 0) 福 岡 4，807 (2.6) 
6.北i毎道 1，193 (1. 9) 29 (1. 7) 京都 3，886 (2. 1) 
7.滋賀 1，032 (1. 6) 28 (1. 7) 新潟 3，312 (1.8) 
8長野 962 (1. 5) 132 (7.9) 愛知 2，912 (1.6) 
9.岐阜 721 (1. 2) 146 (8. 7) 神奈川 2，688 (1. 5) 
10.兵庫 709 (1. 1) 51 (3.1) 滋賀 2，183 (1. 2) 
総計 62，697 (100) 1，669 (100) 総計 183，615 (100) 
新 設 J立~ 社
1.神奈川 11， 022 (83. 4) 3 0.6) 東京 17，695 (44. 4) 
2.大阪 486 (3.7) 30 (16. 3) 北海道 7，773(10.5) 
3.新潟 226 (1. 7) 24 (13. 0) 大阪 3， 722 (9. 3) 
4岐阜 219 (1. 7) 11 (6. 0) 兵庫 1，823 (4.6) 
5.秋岡 202 (1. 5) 2 (1. 1) 神奈川 1，266 (3.2) 
6.東京 134 (1. 0) 7 (3. 8) 福 同 1，258 (3. 2) 
7北海道 127 (1.0) 6 (3. 3) 京都 769 (1. 9) 
8.富 IlJ 115 (0.9) 6 (3. 3) 長崎 634 (1. 6) 
9.福 岡 88 (0. 7) 9 (4. 9) 愛知 624 (1.6) 
10.愛知 79 (0.6) 12 (6. 5) 鳥取 364 (0. 9) 
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社 名 役職 就任期間 備 考
1.東京株式取引所 肝H!! 1883年1月 ~86年10月 公債証書売却益の処分法をめく守って辞任
2両毛鉄道会社 社長 1887年5月 ~90年1 月 97年1月任意解散・日本鉄道会社に買収
3.花岡鉱業会社 社長 (1888年9月)
4.小田原馬車鉄道会社 取締役 1888年9月 ~89年 国府津~小田原~湯本間で営業開始
5東海銀行 顧問 1889年8月~同年12月













年次 両毛鉄道会社 小田原馬車鉄道会社 東海銀行
年度 払込資本金 損益金 B/A 払込資本金 損益金 D/C 払主資本金 損益金 Fノ/E(A) (B) (C) (D) (巴) (F) 
千円 円 % 千円 円 % 千円 円 % 
1888 1，000 21，978 2，20 
1889 1，500 68，427 4，56 85 853 1， 00 100 5，665 3，92 
1890 1，500 70，602 4.71 85 ム4，686ム5.51 200 19，289 9.64 






































役股 氏 名 所在地 持、数 所得税額 備 考
株 円
社 長 田口卯吉 東京 200 16，41 東京経済雑誌主筆
副社長 木村半兵衛 栃木 200 6， 08 綴物質継商
取締役 小松彰 東京 。 ? 元東京株式取引所頭取，88年死去
同 菊地長四郎 東京 340 500.00 呉服木綿問屋
同 浅野総一郎 東京 100 1，367.19 浅野セメント合資会社代表社員
同 佐羽吉太郎 群馬 ワ ? 織物買継商
検査役 安田善次郎 東京 400 1，370.55 安田銀行監事
同 今村清之助 東京 160 300.00 今村銀行頭取
同 正問章次郎 東京 100 22.65 日本熟皮会社理事
支配人 f'. 直之助 東京 ? 6. 50 東京経済雑誌社社員，田口の従弟
日IJ支配人 仲田信亮 東京 。 4.45 
(注)1石井常雄「両毛鉄道会社における株主とその系譜J1明大商学論叢』第41巻第9・10号 1958年 136頁。
『栄誉鑑j1890年(渋谷隆一編『都道府県別 資産家地主総覧』東京領1 日本図書センタ- 1988年














































役職 氏 名 所夜地 出資額(株数) (硝 考
円 株
社 長 旧日卯吉 東京 10，000 (100) 東京経済雑誌主筆，両毛鉄道会社社長
取締役 横山勇喜 秋田 20， 000 (200) 県議会議員(1891年に県議会議長)
同 菊地長四郎 東京 10，000 (100) 呉服木綿問屋，両毛鉄道会社取締役
河 吉田幸作 東京 5， 000 (50) 本郷管内質商取締
検査役 菊地次郎兵傷 東京 3， 000 (30) 呉服木綿問屋，日本織物会社取締役
支配人 望月二郎 東京 1，000 (10) 東京経済雑誌社社員
株 主 古内!J.~治 秋田 大館町議会議員，横山の義弟
同 西脇国三郎 新潟 己， 000 (50) 大地主，第四国立銀行取締役
同 吉田丹治虫1 東京 3， 000 (30) 呉服木綿問屋，東京電燈会社株主
同 菊地永之助 東京 2，000 (20) 質商
向 木村半兵衛 栃木 1，000 (10) 織物買継商，両毛鉄道会社高IJ社長
(注)1， r有限責任花岡鉱業会社定款Jr回日家(武二郎)文書』早稲田大学中央図書館蔵.Ia本紳士録』初版
交詩]社 1889年，笹鳴定治績『大館戊辰戦史』復刻版名著出版 1973年(原典は1918年)602・605




























役職 氏 名 所在地 所得税額 備 考
円
頭 取 吉田幸作 東京 56，775 質商(佐野屋)，本郷管内質商取締，0，ム
監 督 菊地長四郎 東京 500.00 呉月日木綿問屋(佐野屋)，大地主，0，ム
取締役 堀江半兵衛 東京 73. 59 質商(万屋)，本郷管内質商取締，大地主，@，ム
同 苗村又右衛門 東京 39.375 賀商，万吉1)商，赤坂管内質商取締，0，ム
同 菊地晋二 東京 ? 質商
同 菊地永之助 東京 50.25 質商
同 早川松之助 東京 ? 支配人兼任
同 橋本辰三郎 東京 23.07 日本セメント会社社長
同 吉田丹治郎 東京 94.53 呉服木綿問屋(佐野原)
日l 菊地次郎兵衛 東京 24.30 呉服木綿問屋(佐野屋)
監査役 伊藤定七 東京 41. 16 質商(伊勢屋)，0
同 滝沢喜平次 栃木 672.312 大地主
顧 問 田口卯吉 東京 16.41 東京経済雑誌主筆，両毛鉄道会社社長，@
(注}1. r第 銀行史』ド巻 1958年 63・64頁東海銀行開業広告Jr東京経済雑誌』第481号 1889年，前掲
『栄誉鑑J，r日本全国貴族院多額納税者議員互選名簿11890年(渋谷隆一縞『明治期日本全国 資産家地
主資料集成lIV 柏書房 1984年 所収}，鈴木芳行「所得税導入初期の執行体制ー 東京市の所得税諮査

















役職 氏 名 所在地 備 考
社 長 吉田義方 小国原 薬種商(桔梗展)，のちに小田原銀行監査役・小田原町長
副社長 杉本近義 小田原
取締役 伴直之助 東 京 東京経済雑誌社社員
同 長谷川豊吉 足柄下郡 下曽我村村長，のちに小田原通商銀行監査役
日I 茂木惣兵衛 横 i兵 第七十四回立銀行頭取，横浜貯蓄銀行頭取，生糸売込商
同 …二見初右衛門 小田原 漁場経営，質商，町議会議員(89年)
同 田口卯吉 東 京 東京経済雑誌主筆
同 向笠J~右衛門 足柄下郡 吉浜村村長，のちに古浜銀行取締役
同 福住九蔵 足柄下郡 支配人兼任，旅館業，のちに小田原銀行監査役
検査役 柏木正敬 小田原 医師，町議会議員(89年)
I [p) 二見正三 小田原 福住九蔵の実弟
(注)1. 1888年10月4日付『毎日新r.むのI有限責任小田原馬車鉄道会担役員 k任広告JJ日本紳士録』初版 交









































氏 名 両毛鉄道会社 花岡鉱業会社 東海銀行
a)田口卯吉 社長 社長 顧問
b)菊地長四郎 取締役 取締役 監督
c )吉田幸作 株主 取締役 頭取
CI )吉田丹治郎 株主 株主 取締役
e)木村半兵衛 副社長 株主
f )商脇国三郎 (株主) 株主
g)堀江半兵衛 (株主) 取締役
h)菊地次郎兵衛 検査役 取締役



























































年次 商業会社 銀行 合計
千円 千円 千円
1873 3，000 3，000 
1874 3，450 3，450 
1875 3，450 3，450 
1876 4，550 4，550 
1877 465 24，986 25，451 
1878 895 34，596 35，491 


























































































































(5 ) 伊牟田敏充氏は w農商務統計表』の新設会社に関するデータ，およびカバーしている産
業に難点があることを指摘している (r明治期における株式会社の発展と株主層の形成j
大阪市立大学経済研究所編『明治期の経済発展と経済主体』日本評論社 1968年 101 
頁一同稿はのちに，同氏『明治期株式会社分析序説』法政大学出版局 1976年に肖録され
た)。
(6 ) 田口については，住谷悦治『日本経済学史』婚訂版 ミネルヴァ書房 1967年，杉原四





評論社 1996年，田口親『罰口卯吉』人物叢書 吉JI弘文館 2000年，および大森郁夫責














いる(W同誌』復刻版39 日本経済評論社 1982年 以下，復刻版の出版社・出版年は同じ
ため省略する)。
近年，福沢諭吉の起業・経営活動に焦点をあてた研究，渋沢栄ーの企業者活動に関する










(16) 高村直助『白本資本主義史論』ミネルヴァ書房 1980年 7頁の図 ]-1を参照。東京
の貸付金利は「企業勃興がきわめて旺盛J となった 1888(明治21)年 7~11月にかけて上
昇していた(引用は，長附新古『明治恐慌史序説』東京大学出版会 1971年 19頁)。高村
氏は，長|同氏の議論を批判しつつ東京と大阪の「金融逼迫の地域差Iを指指している。















1958年 148頁。なお，老川慶喜『産業革命期の地域交通と翰送』日本経済評論社 1992 
年の第三章第一節は，同鉄道の貨物輸送と両毛機業地における綴物業の展開とのかかわ
りを検討している。





































行 1961年 65 ・ 66 ・ 73頁，前掲吋k田代議士物語~69 ・ 70頁，および秋田県議会秋田県政












(34) 嘉治隆一「田口卯吉JU三代言論人集』第五巻 時事通信社 1963年 38頁。このとき，
田口は「大損害をうけ，ために生涯赤字に苦しめられたJという(同貰)。
(35) 以上，東海銀行については『第一銀行史』下巻 1958年の「附東海銀行小史J 60~ 
64頁 u銀行通信録』第44号 1889年7月 40頁の記事「支配人更迭Jr東海銀行J(u銀行
通信録』第 8 巻 44~49号 日本経済評論社 1985年所収)， r私立東海銀行設立JU東
京経済雑誌』第478号 1889年7月 復刻版37 58頁，および由井常彦監修『人物で読
む日本経済史別巻1 財界物故i果物伝』上巻復刻版ゆまに書房 1998年(原典
は1936年)693頁の「菊池長岡郎jによる。
(36) r栃木県史』通史編7・近現代二 1982年 己09頁。



















(40) u小岡原市史J史料編近代 1 1991年 478頁。
(41) 前掲『今村清之助君事歴H62頁の「小凹原電気鉄道会社の創立及び、財政整理に就てj。
(42) 菊地長四郎については"栃木県史』通史編5・近世二 1984年 225・231・232頁，通
史編7・近現代二 505・506:1[.r菊池家系図Jr菊地孝兵衛事績JU菊地小次郎家文書』栃木
県立文書館蔵 u全国多額納税者互選名鑑j1898年(渋谷縫一緒『明治期日本全国資産家地
















雑誌』第235・236号 1884年10月 復刻版18 476・509・510頁).r会社の組織JU全集』
第四巻 250・255頁(f東京経済雑誌』第350・351号 1887年1月 36・64頁)および「干
渉を以て商人の冒険を防ぐこと利か，将た冒険の患あるも商業を自由ならしむること利













(49) r企業の機熟せりJW全集』第四巻 245頁(1東京経済雑誌』第338号 1886年10月
511頁)。
(50) 小林正彬『日本の工業化と官業払下け' 政府と企業 』東洋経済新報社 1977年
140頁を参照。
(51) 以上，取締役に関しては，前掲「会社創立の注怠J190~192頁 (W東京経済雑誌』第236 ・
237号 1884年10月 復刻版18 511・540・541頁)，前掲「合本会社の組織JW全集』第
悶巻 238頁(W東京経済雑誌』第325号 68頁)，前掲「会社の組織J251 ・ 253~255頁 (W東
京経済雑誌』第350・351号 37・63・64頁)，および「発起人の注意J1全集』第四巻 257頁
(1東京経済雑誌』第358号 1887年3月 復刻版27 303・304頁)。当時においても「役
員となるものハ発起人若くは実務の心得なき不適当なる人物に限れるが如きの風習を生
ぜりJといわれていた(1888年12月13日付『中外物価新報』の記事「会社組織に付ての弊害J)。

















(61) r対談 鼎軒閉口卯吉を考える 出口卯吉の現代的意義 J前掲『内田義彦著作集』第
五巻 362~364頁を参照。
(62) 前掲「会社の組織J254頁(1東京経済雑誌』第351号 63頁)。前掲『日本経済学史』増訂
版 145頁，および前掲『田口卯吉H15頁なども参照。
